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31.2 %, 44.6 %と年々小児外科の中心は，新生児・乳
児へと移行している．疾患別の分類では，脳神経系疾
患543例．腹部，消化器系疾患559伊j，腫湯症例92例と
なり，これら 3疾患が，全小児｛§1］の88°0を占め主要疾
患を構成している．
以上の症例について，個々の疾患，年令構成，その
特徴及ひ9手術成績等について検討し，その概要を報告
した．
16. 非外傷性肝出血の3例
岐阜県立岐阜病院外科
須j京邦和，三尾六歳，渋谷智頭
川迫莞之， 阿部達彦，日野輝夫
我々は過去1年半の聞に非外傷性肝出血の3例を経
験した．これらは同一疾患ではなく，相互に強い関連
性があるわけではないが，上腹部痛で始まり， 徐々に
全身状態が悪化して，確診のつかぬまま手術を要請さ
れ，開腹時の主要所見が肝出血であった点でほ一致す
るので， 急性腹症の面より一括して報告した．
第1例は66才のリJFで剖検診断は肝硬塞．手術時日干
左禁に大きい被膜下出血あり， 肝腫場を思わせた．出
血傾向の増大により死亡第2例は79才男，試験開腹
のみに終ったが， 主として肝右業に大きい被膜下出血
を認め，肝不全と血行内凝固症候群の悪循環により，
術後15日目に死亡した 第3例は51才男子， 原発性肝
癌の破綻による腹腔内大出血で，開腹により初めて判
明した．肝の部分切｜徐により救命し得た．肝硬変はf~I'­
なっていなかった．
